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西浦遺跡発掘調査

いの町周辺の遺跡分布図

西浦遺跡遠景（北山より）

平成 23 年度高知県埋蔵文化財センター

発掘調査現場見学会資料 2011.7.23( 土 )  PM1:30 ～ 2:30

1． 調査の目的

　今回の発掘調査は、国土交通省 ( 四国地方整備局土佐国

道事務所 ) が計画している平成 23 年度高知西バイパス建設

工事に伴い、いの町西浦の工事区域内に所在する遺跡につ

いて事前に発掘調査を実施して遺跡の内容を記録し地域の

歴史復元に役立てようとするものです。

2． 調査対象地

いの町西浦

3． 調査体制

調査委託者　　高知県教育委員会

調査実施機関　㈶高知県文化財団埋蔵文化財センター

4． 調査協力

国土交通省土佐国道事務所•いの町•地域の方々

5． 調査期間

平成 23 年 4 月 25 日〜平成 23 年 8 月 5 日（予定）

6． 西浦遺跡について

　西浦遺跡は、高知県吾川郡いの町西浦に所在し、標高 18m 前

後を測る丘陵に立地します。平成 21 年度に高知西バイパス建設

に伴い、事前に遺跡の有無を確認するために高知県教育委員会

により試掘調査が行われました。その結果、調査対象地の西側は、

昭和 40 年代の宅地化に伴う開発により丘陵が削られており遺構

は確認されませんでした。しかし東側の谷部では、中世の遺構と、

土師質土器•陶磁器を含んだ土の堆積（遺物包含層）が認められ、

中世の遺跡の存在が確認されました。この結果を受けて新たに

周知の遺跡包蔵地となり、バイパス工事に先立ち工事計画区域

内における遺跡の広がりを把握するために発掘調査を実施する

ことになりました。

7． 調査の成果

　今回の発掘調査は、試掘調査の結果を受けて東側の谷部を中

心に 1,500 ㎡を対象にして発掘調査を実施しました。現況は宅

地跡であり、解体工事等の影響を受けているものの現在の宅地

の造成面や、谷開口部では、中世の遺構が集中して検出されま

した。

(1) 検出遺構

ピット（建物の柱穴）、土坑、溝

(2) 出土遺物

 近現代（明治～昭和初期）：

 ・陶磁器類（能茶山焼、鹿児焼、備前焼、波佐見焼、砥部焼、　

　美濃焼他）

 ・ガラス製品（飲料瓶、食品瓶、化粧瓶、文具瓶、薬瓶、他）

 ・瓦（佐川町産）

 　　　　　　　　　　……高知県の地産の歴史がわかるもの。

近　世（江戸後期）：

　唐津焼、備前焼、肥前産磁器、石臼、銅銭（寛永通宝）

中　世（室町時代）：

　土師質土器（杯•皿）、備前焼（擂鉢）、播磨型羽釜、青磁碗、

　銅製刀子、砥石

(3) まとめ

　今回の調査では、中世から現代に至るまでの暮らしぶりや物

の流通を伺い知ることができる遺構や遺物が出土し、谷間に開

けた集落の変遷を知ることができました。また、現在の住宅地

に造成された面からは、明治から昭和にかけての非常に珍しい

ガラス製品や県内の地産がわかる遺物が採取され、近現代の県

内消費のありかたを知る上で、貴重な発見がありました。

西浦遺跡
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近現代の遺構・遺物が発見された範囲

中世・近世の遺構・遺物が発見された範囲

Ｅ区出土　柱穴の根石

Ｅ区出土　砥石

Ｅ区出土　銅製刀子（中世）

Ｅ区出土　唐津灰釉皿（近世）Ｅ区出土　椀（近世）Ｅ区作業風景（里道南より）

Ｅ区出土　土師質土器（中世）

Ｅ区出土　青磁碗 (中世 ) Ｅ区出土　土師器羽釜（中世）

遺構検出作業風景

Ｅ区遺構検出状態（下面）Ｗ区明治期建物跡検出状態（上面）

Ｗ区遺構検出状態（下面）

西浦遺跡調査区図

高知西バイパス路線計画図

国道 33 号線

JR 土讃線

至 佐川方面
至 高知方面


